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ドム語はグミネ地歴とシネシネ地厘にかけて贋がってゐるドム地域、及びグミネ地歴の

エラ地域で話されてゐる。話者人口は16000人ほどと推定するmda2006)。ドム語の方言

は地域によって以下の三種に分けることができると考へられる。

(1)ａ・グミネ地歴ドム地域(第一ドムードム１方言）

ｂ・シネシネ地厘ドム地域(第二ドムードム２方言）

ｃ、グミネ地歴エラ地域(エラ方言）

ワギ河を挟んでグミネ地圃側のドム地域が迩稲NambaWanDom(第一ドム)でディキネ山

(VDikne)を中心に丸く鹿がってゐる。シネシネ地厘側のドム地域が通稲NambaTUDom(第

二ドム)でカウル山(VKaul)のワギ側の面を中心に贋がってゐる。ドムの氏族を大きく八

つにわける時、そのうち七つ(ANO､=｢Ku、VKuIpi、VKoma=｢Ku，AKum=｢Ku、Mlai=｢Ku、

hGor=｢Ku，VKopan)が第一ドムに分布してをり、第二ドムに居住するのは｢Kwiwa=｢Ｋｕ

のみである。言ひ僻へIこよれば｢Kwiwa=｢Ｋｕも現在のグミネ地歴側に居住してゐたものが

ある時移住したものらしい。

本稿ではまづドム語による口承博統、つぎにドム１方言と比べたドム２方言の特徴を記

述し、最後にドム２方言によるテキストを付す。

２ドム語の口承博統

ドム地域の口承博統はドム語ではAkuriaとVkamanの二つのジャンルに分類して記述す

るのが遁富である。二つのジャンルを表す語蕊は、以下に述べる如く、どちらも多義的で

､本稿の妃辿の多くは科畢研究賀補助金「ドム語の民族騰灼言霞資料の鯛査研究」（代表者:千田俊太郎、研

究課題番醜:20720107)によって可能になった。本稿のテキスト蒐築は「文部科学省委能事業日本ノユネス

コパートナーシップ事業」の支援を受けた。配してここに謝意を表する。

１



あり、また即興的な側面を含む場合があり、厳密に同一の内容・形式を保ったまま継承さ

れゆくべきものではない。

2.1Kmri釦

AKuriaは「呪文」と「歌」の雨義があり、その厘別はドム語話者も明確に把握してゐる*1。

｢呪文」には戦闘の勝利を所念するAkuriaMpnと盗みを懲らしめるVbikaAklmaがあった。

どちらの習慣もキリスト教の普及とともに急速になくなり、現在その内容を知る者は見つ

からない。「呪文」のAkuriaはすでに消滅したか消滅の危機に瀕した文化と言ってよい。

もしその知識を持つものが見付かればおそらくはその人が最後の継承者であらう。ただし

Vbikahkuriaに開連する習慣の一部に今も綴くものがある。

作物が盗みの被害に遇った時に、ある種の羊歯(Vbika)を摘み取り、その葉に向かって吹

き込む呪文がVbikahkuriaである。呪文を吹き込んだ羊歯は盗みの痕跡、例へぱバナナの

房の切り取られた痕の部分に結び付けられる。呪文により、盗みをはたらいたものが更に

大きな悪事に開興し、最絡的には盗みをはたらいた者が誰だったのかが明らかになるとさ

れる。現在ではVbikaAkuriaを知る者はないが、盗みの痕跡に羊歯の葉を結び付ける習慣

は残ってゐる。

「歌」の意味でのAkuriaはかなり贋く「歌一般」を表せる(以下に記す例外がある)が、特

に｢9eVkauAdu9waと呼ばれる求婚の歌が典型的な博統hkuriaとして墨げられる。求婚歌

は通常クマン語の歌であり、相手の部族名や出身地を即興で盛り込んで男集圏が一人の女

性に向けて害唱するものである。

2.2Ｋｇｎｍｇｍ

VKamanはお伽話の類に厨する「kupVkamanと訓誠に閥するhkmVkamanの二つに分け

られる。軍にVkamanといふ場合、ドム１では訓誠を表はすが、§4.1の冒頭に現はれるや

うにドム２ではお伽話を表はすことができる。

「KupVkamanの特徴は、１)子供だましの虚構とされ大人にとって債値がないものと見倣

､１ドム語のhkuｪiaと同源のクマン語キンデコンド方言/hkudia/は態の呪術のみに関係する。BeIgmann(1966）

の欝書項目「kundia,kundiasi-」には「女性あるいは少女を誘惑したりその須にさせるために行なふ過惑呪

術、その呪術を行なふこと(成人した未婚、既婚の男なら誰でも保有する)」（LiebeszaubeIb-machenノum

FmuCnoderM且dchenanzulockenoderwilligzum“henmtigtjedererwachseneBurscheundMann),引用者が

一部表記を改めた）とある。誰でも知ってゐるやうな呪術がドムにもあった可能性があるが、現在は残され

てゐないと考へられる。一方、歌の意味のドム語hkuriaはクマン語キンデコンド方言で/h9La9e/(僻雷項目

としては「9i91ZmO9e」と表記)に相富する。なほ、トピアス・パウアー先生にドイツ語に閲する助言をいた

だいた。有り難うございます。ただしありうべき誤りは全て筆者の責に蹄す。
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されること、２)即興的な要素が多く話の全瞳が語り手の創作の場合すらあること、３)特定

の歌が差し込まれるものがあること、４)出だしと終はりに字句通りの意味では解稗しがた

い決まり文句があることである。

「KupVkamanの特徴について順に少し詳しく述べる。まづ、「kuPVkamanに分類される

話を古老に請ふと、「｢KupVkamanなら子供の方にむしろそのストックが豊富にある」と言

はれたり「あんな子供の話をしてほしいのか」と笑はれることが多い。「これは嘘の話だ

ぞ」と念を押されることもある。

また、「kupVkamanは子供が自身の創作を語り合って遊ぶことでもある。このやうに、

｢kupVkamanはそもそも個々 人の創作による部分、即興的な部分が多い。その博承の本来

の在り方を探るには今少し調査が必要だが、これまでも内容自髄は愛更、新たな創作を加

へられながらジャンルとして縫承されてきた可能性が高い。一方で、しかし、ドム地域を

超えて同一内容が贋がってゐるものもあり、博承されてきた民話も中にはあるやうである。

歌の播入された民話は４節に紹介する話の最初の二つの｢kupVkamanに見られる。「Kup

Vkam皿に現はれる歌は、なぜ登場人物が歌ひ始めるのか不明だったり、また歌詞と話の筋

との関連も見出しがたかったりすることが多い。例へぱ§4.1のVapall/aWe,Vkolal/mlehple

｢nahsno｢nlAmumuVkanhmumuといふ歌は話の流れと歌詞の意味はつながりを見付けられ

ない。起源的には、もともと他の民話の播入歌だったものを別の民話に差し込んだものも

ありさうである。例へぱ§4.2はTIda(2002)のPaleleの筋と似てゐる。§4.2のyopamoke

dalanaloparwenaparwenaｗｅｎａといふ歌の歌詞はこの説話の中では意味が分からないが、

よく似た歌詞の歌を折り込んだPaleleの中では民話と歌詞との開聯は明らかである。民

話と歌詞との不整合は語り手の個人的な誤りである可能性もある。しかし、このやうな

不整合は頻繁であり、また特定の語り手にのみ見られることではない。なほ§4.3は｢kup

Vkamanではなくジャンルの名前がない博説であるが擬昔にリズミカルな部分がある。

「KupVkamanの出だしに特徴的な無意味句は｢ker｢kerMiであり、終はりに特徴的な無

意味句は「kupaMipaAbl｢toll/talである。前者は今のところ全く語源が辿れないが、後者

は｢kupa(風菰の類.2)、kaipa(小さな葉野菜*3)を合はせた｢kupahaipa(日常的な野菜)とい

ふ表現が見てとれるほか｢bl｢tol(火がぱちぱち爆ぜる擬昔）と開係のありさうな音素列が

､2Hide(1979:２２)ではニマイ語kubaをSetaIiapalmifbliaとし、「With辿聖(R”gね〃ossij),山emostcommOi

vegetableeatenwiththestaple,sweetpotam,thmughouttheyear(shootseaten)」とある。記述内容からドム語

の『kupaと同じものに言及してゐるものと考へられるが､植物の同定に疑問が残る。Setariapalmifbliaは日

本の笹黍(ササキピ)だが、「kupaは肥大した根元の芯を食用にするところなど風菰(マコモ)にむしろ似て

ゐる。ただし、「kupaの葉付きは笹黍にも興菰にも似ない。

･３AaipaはRungiaKlossiioニマイ語のaiba(Hidel979:１１)やクマン語キンデコンド方言のAaLbaに同じ。
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入ってゐる。しかし、それがなぜ民話の終はりを示すのか不明である。

AKmVkamanは「殺すなかれ」「盗むなかれ」「鍬を持て畑を耕せ豚を育てよ」といった訓

誠であるが、それに理由付けがなされる場合も多く、中には杜曾的信念篭系の理解が必要

な部分がある。例へぱ「女と寝たあとに川に下るな」といふのは｢balmAkai(川過に棲む魔

鬼)の標的となりやすいからである。ここにAkmVkamanの一部として｢balmAkaiによる被

害の事例報告力輔足的に語られる場合がある。その内容は民話的なものであるから、hkm

Vkamanは訓戒にとどまらぬ贋がりをみせる部分があるわけである。ただし、AkmVkaman

に含まれる話は全て事賓と見倣され、歌の描入はなされないなど、「kupVkamanとは峻別

される。

メラネシア赴曾は一般に階層分化がない平等赴曾とされる嘩4．ドムもその例外ではない。

いはゆるニューギニア高地のビッグ・マン(大小の集圏において指導的な役割を果たす者）

は、少なくとも筆者のドムにおける観察においては一般の人々と若干の相封的な違ひしか

なく、絶謝的な権威を持ってゐない。指導者格の者に期待されるのは主に雄鼎さである。

長幼男女の別は少々尊重される。また博統的な信仰は必ずしも道徳的な側面を強調しなか

ったやうである。以上の特徴をもつドム職曾においてAkmVkamanは倫理規範として重要

な役割を果たしてきたと考へられる。しかし、この地域ではキリスト教の博来後、キリス

ト教が倫理意識を形作る主要なものとなった。AKmVkamanは若い世代には、昔語りとし

て認識される傾向がある。おそらく今後、このジャンルの縫承は脅かされてゆくことに

なる。

2.3その他

ジャンルの名前のない博承には、ドムの起源に閲する話(§4.3)などがある。ドムの起源

に閥する話の場合、内容的には｢kupVkamanとほとんど歴別が付かない。しかし、形式的

には出だしと終りの決まり文句がないことが、また事責の博承と見徹されることが｢kup

･4Brown(1970:９９）rMelanesiancommunitiesar噂small,unstmtified,andthetiesbetweenpersonsandgmupsaIE

establishedandmaintaineｄｂｙｇｉｆｔｓ.」

Ｂｍｗｎ（1970：111）ｒＡＣｈｉｍｂｕ‘BigMan，isanoIganis“mobiliserandstimulatorofactivities，Hehasa

laIgehousehold,andmanypeopleax℃associatedwithhishouseholdwhosupport,contributeandmakehislaIge

pamcipationpossible.」

大塚(2002:１７）「ニューギニアでは、ポリネシアの広域やメラネシアのフイジーなどで発達した首長制

はみられないし、いわんやアジアやアフリカの多くの地域にみられる王国のような広域に及ぶ統治機構が

発達したことはない。ニューギニアの伝統赴会で、政治的リーダーとしてよく知られるのは高地で広くみ

られるビッグ・マンである。ビッグ・マンは、ポリネシアなどの首長が生得的に決定されるのとは対照的

に、自己達成的で個人の能力と努力により獲得される」
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Vkamanと大きく異なる鮎である。

本稿に牧めたドム起源説話には豚祭りの場面が出て来る。豚祭りはニューギニア高地に

麿く行なはれてゐた儀讃である(Nillesl950,Brownl970,吉田1972,1974)。暦のない赴曾

であったから完全に定期的な行事ではなかったはずだが､Brown(1970:104)の推定では、

シンブーでは六～十年のサイクルで豚祭りが行なはれてゐた寧5。ドム地域では1986年に最

後の豚祭りが行なはれたといふ率6．その際には、豚祭りの負描が大きくなりすぎたために

その後は行なはないことがすでに諒解されてゐたとのことである。シンプーの豚祭りは宣

教師や文化人類畢者の手によって記述がなされてはゐるが、現地の多くの人たちにとって、

このやうな説話を通じて接するだけのものになったのである。口承博統の重要性はここに

も見出だせる。

その他、言葉に閲する文化的習慣にAkail/toｍと呼ばれる死者を実する際の歌がある。こ

の歌はドムにとってはAkuriaの一種とは見倣されず、決まった歌詞もない。節同しが暗獣

的に共有され、それに合はせて主に女性が即興的に悲しみを歌にするものである。

ドムにおける急速な愛化と博統の消失は西洋の物質文明の流入とキリスト教の到来が大

きく開はってゐることは事責である。ただし、現地では、多くの博統の批棄が宣教師の強

制によるものではなく自主的に行なはれたことがむしろ強調されてをり、またシンプー吐

曾が過去にも現在にも愛化しつづけてをり、進取の気性に富む人々がその文化を支へてゐ

ることは押さへておかなければならない｡7。

３ドムＺ的特徴

筆者が最も長く開はってゐる方言はドム１の氏族ノン・ク（ANO､=｢Ku)の話すものであ

り（1997年より調査)、この氏族と隣接する地域に居住するコマ・ク(VKoma=｢Ku)、クム・

ク（AKum=｢Ku)の諸氏族もそれほど大きく異なる方言を持たないことが確認されてゐる。

この方言を以下ドム１ノン・ク方言と呼ぶ。ドム１ノン・ク方言は主にクマン語諸方言と

隣り合ふ地域で話されてをり、いくつかの特徴から、ドム語の中ではクマン語の影響が強

｡s「Thepigce歴mony(”gjhzge"dｾ)isthelaIgestcouectiveactivityofaChimbutribe[.]…Ihaveestimatedthatthe

ChimbuholdapigceIEmonyapPmximatelyeverysixtotenyears.」

摩６ドムの最後の豚祭りについては篭者の冒語鯛査の相手をしてくださるドム２の方々に伺った。

.7Ｂｍｗｎ(1972:121）「Chimbuhavenever化ltthattheirwayoflifewasstableandunchanging､AnoftheirbeliefS

andtraditions,theirlanguage,theirsocial唾laXions,theirtmnsactionalsoCieW正stuponafimdamentalp記misethat

peoplecontantlyadaptandchangewithextemalconditions,interper宙ｏｎal皿dimergmup”lalionships・ｍｅ正is

noimageofanxedunive応eorsocialsmctuIE.」

畑中(1975:251）「メラネシア文化は一般にいって、その変化に対して開放的であること、折衷主義、文

化の枠組の伸縮を自由にするという特徴がある｡」
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い愛種と考へられる。2008年から敷同、ドム２に調査に入る機曾を得たが、ここでいくつ

かドム１ノン・クとの方言差を認めることができた。ただし母語話者は相互博達に全く支

障を感じてゐない寧8．ドム２の方言はドム内では封岸のドムｌ地域のゴル・ク(AGor=｢Ku）

氏族の話す方言やエラ地域のエラ方言などと最も近い開係にありさうである。しかし、現

在のドム２はシネシネ諸方言に園まれてゐるためか、それらとも共通する特徴を多くもつ。

ドム１ノン・ク方言と異なる特徴について順に述べてゆくことにする。

3.1音素とその寅現

昔素の寅現については次のことが言へる。

(2)ａ.／b,｡,9/が前鼻言化閉鎖晋で賞現しない。

ｂ､／9/が/w/の前や/P/の後で頻繁に脱落する(任意)。

ｃ・上昇型語謹調(|/)が、提示形(citationfbrm)では語頭にＨが付加される。

ｄ・下降型語聾調(h)が、提示形では語末にＨが付加されるｂ

ｅ・多曾節語の語末の/e/の脱落が自由に起こらない。

／b,d/はドムｌノン・ク方言ではそれぞれ[mb,n.]、ドム２では[b,d]である。シンブー

組語に遡る有謹閉鎖香はドム語では語頭以外にほとんど残されてゐないが(千田2011)、形

態的な組み合はせであった鼻音+/k/の昔形から語中の/9/が義生してゐる。

／9/はドムｌノン・ク方言においては常に[０９]で寅現されるのに謝しドム２においては

語頭で[9]、語頭以外で[U]で賞現する。ドム２では更に、雨唇昔の後、あるいは/w/の前

で任意に脱落する。以下にドム２方言の/9/の賞現の例を示す。

（３）ａ.／h91a/(口)[91~1a｣］

ｂ,／Amol9wa/(ゐる.3.sRD)[mCl~1Uwa｣]～[mollwa｣］

ｃ､／|/mop9e/(ゐる.1NsGIND)[mo1p9L計]～[mo1pe､,|］

ドム語には語葉的・解別的な語を軍位とするピッチ・パタンがある。メロディーは高型

(｢)、下降型(A)、上昇型(|/)が国別される、昔素的な野調（トーン)である。ドム１ノン・ク

では上昇型にさらに二種あり、第一言節のピッチが必ず低く賞現するもの(A,ほとんどの

､８ドム１とドム２の相互理解は受動的多方言使用により促進されてゐる部分がありさうである。ドム語を母

語としないドム語話者(他地域からドムに嫁入りした女性など)の中には一方の方言を流暢に話すにも拘は

らず他方言話者とドム語で完全な意思疏通ができないやうなケースが散見される。筆者自身も初めてのド

ム２訪問時は自分のドム語による謹話が理解されてゐるのに相手のドム語による謹話が理解できないこと

を何度も経験した。．
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語蕊）と、第一言節のピッチが指定されてゐないもの(B,動詞未来形の一部のみ)がある・9。

ドム２では同様のメロディーがあるが、上昇型の二種の厘別はあまり明確でない。上昇型

Ａは第一吾節の低いピッチが任意で高くなり、(4)のやうな揺れを示す。特に提示形では通

常第一普節の任意の高調(H)付輿が見られる。

(4)ａ.／Vapane/(アパネ草.'0)[a｣pa｣neU～[a~Ipa｣n計］

ｂ､／Vbonna/(腿.1.Poss)[bon｣nal]～[bonNlna1］

ｃ､／l/apal/(女)[a｣pal1]～[alpaLl］

以上のやうに、上昇型Ａの語頭の高調付興は、三香節以上の語、及び重昔節を含む二言節

語では任意に起こるが、それ以外の語(短い語)では語頭の高調は付興されない。

(5)ａ.／I/po/(行け)[po:,l］

ｂ,／Vkom/(ヤム芋)[kom,Ｕ

ｃ.／Vkepa/(薩摩芋)[ke｣paU

ところで以上の事資とドム１の知識だけではつぎの語頭の高調付興を説明できない。

(6)ａ.／Vkaulaa/(大黒柱)[kau｣laa｣]～[kaullaa」］

ｂ､／l/muuna/(背.1.Poss)[mu:｣na1]～[muXVmH］

ｃ､／|/mr9wa/(口を喋む.3.sRD)[皿｣Owaｲ]～[m『VUwa-l］

．.／|/mm/(肝臓.2.POSS)[m､｣]～[mmM］

ドムｌノン・クでは高型の語の語末の以外で母昔の長短の腫別があるといふ強い謹撞は今

のところない(TYda2006)。ところが(6a,b)のやうな例から、少なくともドム２ではその理

境以外でも母昔の長短が言素的に畷別されてゐると考へられる。次に、（6c)のやうに、共

鳴香を昔節主香にもつ昔節は重音節としてはたらける。（6.)のやうに昔節主昔的共鳴言に

さらに共鳴香が綱く場合は、一見一昔節でも高調付興が起こる。このやうな場合、／mr.､／

のやうに二昔節語として認めるべきかもしれないゅ'1．

ドム２の上昇型Ｂは第一昏節のピッチがほぼ必ず高い(7)。

(7)ａ.／ell/ale/(私が作らうと)[ella｣leU

｡９メロディーの符醜は基本的に語の先頭に固く。上昇型Ｂのみ未来を表はす形態素の前に面く。

･ＩＣ蘭の一甑で黄色い繊維を腕現等様々 な裟節に利用する。Beggmann(1966)のクマン語僻宙項目ramb⑧ne｣。

､11/mr.n/のやうな苦節栂造を鹿めると、トーンの喬聾貿現の揺れはImT｣咽】－[mrVp-l]のやうに表はすことが

できる。
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b､／koll/ana/(お前が汲みに)Ⅸo~lla｣na-l］

以上、ドムｌの盤系(語奨的な上昇Ａ/B)を基盤にして記述したが、ドム２特有の別の語葉

的なパタンがある可能性も検討すべきかもしれない。

下降型の語の寅現についてもドムｌとの違ひが認められる。以下の通り、ドム２では語

の長短を問はず任意に語末の昔節に高調(H)が付興される。(8)の愛異のうち右側のものは

ドムｌでは見られないｏ'2。

(8)ａ.／M/(この、その、あの)[i:V]～[i:Ⅷ

ｂ,／Adol/(玉濁黍)[dolM]～[ｄｏＭ

ｃ.／Mml/(高地蛸の木.'3)[a]ｍＵ]～[alm1,1］

。.／Akomna/(野菜)[komlnzU]～[kom1na:,|］

最後に、ドムｌノン・クでは多言節語の語末の/e/が任意に、しかし頻繁に脱落する。

(9)ａ.／｢kale/(足)[ka~lle~1]～[karl］

ｂ､／｢mukale/(竹の一種)[mUlkallel]－[mUlkall］

ｃ､／|/maune/(地面)[mau-lne4]～[maun,|］

ドム２では語末の/e/脱落は主に母音始まりの語が後綱する際に見られる。しかし謹話末で

はほとんど起こらない。三人稲主語直説法の動詞が若干例外的に謹話末でも/e/脱落を示

す。本稿のテキストでは/e/脱落を起こして護昔された場合､ｅを上付きｅで表記してある。

3.2文法形式と髄系

ドム２は、以下のやうに文法的にもドム１ノン・クと異なる側面がある。

(10）ａ・動詞の二三人稲主語形は敷による歴別がなされない。

ｂ･動詞の一人稲隻敷主語形の使用が非常に稀である。

ｃ・動詞の共有指示形などの接尾僻の形式が少々異なる。

。､動詞の同主語接績形(r)eの強形(r)e配が頻繁に用ゐられる。

ｅ・その他の形態昔韻論的過程

ｆ一般的な場所化標識が=｢laではなく＝｢mleである。

･'２ドム２では上昇型も下降型もIⅡＨのメロディーで資現されえる。ある種の昔形では一つの愛異のみでトー

ンが決定できない。例へぱ(3c)の右の愛異のみを示されても上昇型か下降型か分からない。

･１３堅果を食ぺる蛸の木。風つ赤な油脂の部分を食用にするAkopa(redpandanus)に封するhighlandpandanus。
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軍敷｜隻敷｜複敷

まづ、動詞の接尾僻で医別される人禰・激は、ドム１ノン・クでは一、二、三人稲と軍、

壁、複敷の範晴が歴別される。隻敷と複激においては二人稲と三人稲が厘別されないため

七つの要素からなる髄系をもつ。表１に直説法の接尾僻で人禰・敷の盟系を示した。ドム

１ノン・クでは人間が主語である場合に動詞盤敷形の使用がほとんど義務的であり、「複数」

は動詞においては三人以上に封してしか用ゐられない範廟である。

ドム２では一、二、三人稲と箪敷・非軍敷の範晴が歴別され、二人稲と三人稲において

は政が歴別されないため四つの要素からなる燈系をもつ。また「我々二人」が主語の場合

は一人稲非箪敷を使っても隻敷を使ってもよい。表２はドム２の直説法接尾僻である。

(任意の隻敷）

(-plkra）

箪敷１隻政｜複数 (任意の璽敷）

(-plke）

焦
禰
稲
稲

人
人
人

一
一
一
一
一
一

-p9e

-ipkel‐igwe

表２ドム２の動詞人穂・敷接尾鮮(IND）表ｌドム１の動詞人禰・ｍｋ接尾僻(IND）

上の直説法などの場合には、異なる盤系で同一の形式が少々異なる範噛にあてはめられ

て現れたものと言へる。

全面的にではないが形式自憧が異なる文法接尾僻も存在する。以下の表３，表４は動詞

共有知識形の接尾僻の例である。

】Ⅱ．

(１１）ａ「ｕＰ配唾「来て｣、「S-rEre「打って｣、「i-rerE「取って｣、「prere「行って」

ｂ､Amol-erE「ゐて｣、helPere「作って｣、hpl-eIE「聞いて」

ｃ・Vkan戸ｅＩＥ「見て」

-pdae

同主語接細形接尾辞(r)eの強形(r)ereは、ドム１ノン・クでは年配の話者が使った例が

これまで数例確認できただけだが、ドム２では日常的に使はれてゐる。本稿末尾のテキス

トだけでも次のやうな例が確認できる。

表３ドム１の動詞人穏・敷接尾僻(MK）

稲
穂
禰

人
人
人

一
一
一
一
一
一

表４ドム２の励詞人稲・敷接尾僻(MK）

』Ⅱ匠

９

-ipkrael‐iwdae
-ｗｄａｅ



以上のやうにこの接尾僻は高型動詞語根には-re唾の形で(11a)、その他の場合は-ereの形で

(１lb,c)付く。

その他の形態音韻論的過程も方言で若干異なる。まづ、語根が高型の動詞の命令形が、

ドム１ノン・クでは下降型竪調を取る（12a)のに封し、ドム２では上昇型を取る（12b)。以

下は｢p-(行)と｢ne(食)の命令形である。

(12）ａ､APO「行け｣、ｈｎｏ「食べろ」

ｂ,ＶＰＣ「行け｣、|/ｎｏ「食べろ」

高型動詞語根の一部は「｡(言)、「s-(打)など子昔一つからなる。ドム１ではこのやうな

語根に一人禰隻数、一人稲複敷、三人稲軍敷の接尾瀞が後績すると必ずｕ播入が起こる

が(l3a)、ドム２では三人禰接尾僻が9Ｗで現はれるときのみＵ播入が起こり、雨唇音で現

はれる形態素が後績する場合に母音ｕの播入が起こらない(13b)。以下は雨方言における

｢。(言)の同源活用形であり、ｕ出没を語幹側の交替と捉へて形態素境界を付した。

(13）ａ・Adume(3sG・ＥＭ)Adu戸9we(3sG､IND)Ｍｕ戸pne(lPL・EM)Ｍ１ﾙp9e(lPL・IND）

ｂ､Ｍ－ｍｅ(3.ＥＭ)Ｍｕ戸9we(3.IND)hd-pne(lNsG・ＥＭ)Ｍ戸p9e(1NSG､IND）

最後に、ドムｌノン・クでは｢ila「の中」に由来する=｢laが場所化標識「のところ」とし

てはたらくが、ドム２では｢mle「の上」と同一の昔形をもつ=｢mleが場所化標識である。

３３語桑

語葉的な違ひは墳末なことを含めれば非常に多い。また語蕊の意味自髄が一謝一の封磨

をしてゐない場合も含まれる。例へぱドム１ノン・クでは名詞としても強調語としてもは

たらくハkawan「本富のこと、本富に」と強調語の役割しかないhwone「とても、本富に」

が厘別されるがドム２では雨方の意味領域をMneで表はす。一方、ドムｌノン・クでは網

鞄を「作る」といふのにhel‐「作る」といふ動詞を使ふしかないが、ドム２ではhel-のほか

|/waI迄「(網鞄を)作る」といふ作成動詞がある。

同じ意味の語蕊でも使用頻度が異なってくる。例へぱドム語には兄弟姉妹語棄として、

男女の厘別をする語葉(l4a)と長幼を腿別する語葉(14b)があるが、ドム１ノン・クでは

(14b)の使用は稀であるのに封し、ドム２ではしばしば耳にする。

(14）ａ,Val戸「兄、弟｣、｜/aupalP「姉、妹」

ｂ,「ap‐「兄、姉｣、「keP「弟、妹」
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語形愛化の一部が異なる場合も多い。動詞VkanP「見る」と|/wan〆「同る、歩く」の語幹

は、ドム１ノン・ク方言では一人稲主語標識、二三人稲盤敷標識と共起する際にそれぞ

れVka唾、|/w錘といふ形式に交替する。一方でドム２では常に一定の語幹を保ち、異形態

VkaIと、|/warとを持たない。例へぱドム２のkanPVaPLa(見-FuP1sG-PERM）「見よう」はドムｌ

ノン・ク方言ではkaWaPl-aで現れる。

多くの語蕊がドム１ノン・ク、ドム２に共通の香形をもつが、さうでないものもある。

昔形が異なる場合、一、二の昔の違ひにとどまるものもあれば全く異なる語根からなる語

葉もある。表５の例を以下にいくつか示す。

3.4まとめ

根本

羊歯の一種

我々 (EXCL）

我々(INCL）

昨日

(雨が)やむ

匂ひ

歯

蝶

異なる

遠い

強い

ドム１ノン・ク’ドム２

Amapne

「tapn

「nｏ

Vnone

V9ran

「Ｓ|/ｔｏ９ｗｅ

Ｖｍｎｚｍ⑧

｜/Sik-i

ykuimVkaim

Vmore

hekl

「91Ｍｕ９ｗｅ

Ａｍａｍｎｅ

｢tamh⑧

「ne

Vnene

V9raune

I/tor9we

｢kU1mn⑧

｢ki-m

「urVkopa

l/pｅｒｅ

ｌＮｐａｉ

ＭｍａＶｏ９ｗｅ

表５ドム内方言差(語錘）

以上に見たやうに、ドム１ノン・ク方言とドム２方言は昔韻・曾聾、文法、語葉の面で

方言差を示す。筆者の手にあるまとまった資料にはドムｌの非ノン・ク方言やエラ方言が

含まれてゐない。ここにみた漣ひが全ての方言においてどのやうに現はれるか、今後の調

査にまたなければならない。断片的な資料から、ドムｌノン・ク方言のみに見られる特徴

はクマン系諸方言からの影響、ドム２のみに見られる特徴はシネシネ地腫諸言語からの影

響によるものが大きいと溌測する。
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４テキスト

4.1お化けに子供が呑まれる

TbldbyKumKora

Recordedon26September2012

(１５）maA91mai=､【Gne〃pamanA小m-Le AeI＋AIｏ

私（人名)=と話言-FUT-lSG-IMM作.lSG+EXPL

「ギルマイと一緒に民話を話します」

(16）ノノeneノノene

さ て さ て

「さてさて」

(17）M9aIm9amol4jｲsu=ﾉーia=ＡＣ

子供子供二=或=ＰＦ

「二人の子供が､」

(１８）地合、ノ&na-mAkonanA9olelL始-lbｅ /P-配ノノbne〃【epaImc9wzI

父-3.pOSS母-3.pOSS仕事共同作-FUT-1SG-IMM行-sＳさて薩摩芋炊~3．SRD

mG1℃AmoL9w固

食-sｓ居-3.sRD

「雨親が共同耕作をしに出掛けて、さて、薩摩芋を炊いたのを食べてゐたのだけれど」

(l9WeneAepaI〃〔epaAne陰ｎａＵｗａＡｎｏｍｏｌｂ吃-ｍ+AiOAnIkolL焔-,-ａ

さて人薩摩芋食-F唾3.sRD喉.3.Poss詰-F岬3+ExPL水汲-FuF2-PERM

〃oAdu-9wc

行-ＩＭＰ言-3.IND

「さて、（親が子供に)薩摩芋を食べたら喉につまる人もあらう、と、水を汲みに行き

なさいと言ひました｡」

･１４V9amは今のところ唯一の例である。説話にしばしば登坦するドム語のV9a,皿(孫-3.Poss)に由来するもの

かもしれない。近隣のなんらかのシンプー語(ケパイ霞やゴリン語に見られる９ａｎ「子」）と混交した形式

である可能性もある。
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(20）M9aI始皿=随ｅノマe1℃・l5mule=“ｅＡＧｕｎａ

子二 =ＭＫ去川 =ＭＫ行 - 3 . ＭＫ

「二人の子供が川に行ったところ」

(21）Aaipan9ukIA9aIneAnI灼unaAile=nzie （し)paiAmolLe1℃ﾉーe､肋aIeAi目m-lbe

（化物名）水中水平.あの=ＭＫ臥.INF居-SＳ汝何取一FUF1SG-IMM

Au-n-eAdu-9we

束-2-npint言-3.IND

｢アイパ・グクル・ガルネ(葉野菜・穴・意味不明)が川の填ん中にをり、お前たちは

何を取りに来たんだと言ひました｡」

(22）、a肋ａｐｅ ｍａ此nna＝Ao AkonanA9oIAeL9”

我父.lsG､poss我母.1sG､Poss=ＰＦ仕事共同作-3.sRD

「僕達の雨親が共同耕作をしてゐるのだけれど」

Ａｎｏ(23）AepaIjm【epaAne-na-9wEmolbjGl-m+ﾉｯaAnIkoL吃-,-ａ

人薩摩芋食-FuTL3・sRD喉.3.poss詰一FuP3+ExPL水汲-F”2-PERM

M，ｏＡｄｕ－９ｗＥＦｌ６

行-ＩＭＰ言-3.IND

「薩摩芋を食べたら喉に詰まる人もあらうから、水を汲みに行けと言ひました｡」

(24）maAnlkol-絶-1=ﾉーＵＡＷ遥i=AuaAdu-9we

我水汲一FuP1sG・EM=Ｑ来-lsG=ｃＦ言-3.IND

「(それで)僕は水を汲みに来たんだと言ひました｡」

(25）jｲenaノーiaﾉfme､l7AnIAkoImoMa弓、+AiO

さて別下方.その水汲.INF居-FuTL3+ExPL

「それならそこの一人が水を汲めばよろしい｡」

､'５｢ereは｢ｐ(行)か｢uP(来)の前に任慧に現はれる不鎚化詞でそれ自値はほとんど意味をもたない。目的地、

到着地は｢e正の後に圃かれる。

､'６引用文の途中であるためMu9weではなくＭｕｍ=｢iaあるいはMum=kuaなどの表現を使ふのが普通。
･'７ドム語には中立的な指示詞Ｍ～｢ｉ「この、その、あの」を含め１２の指示詞がある。多くの指示詞は話し手

からの高低を三段階、すなはち上方、水平、下方に塵別する。Ｍ－ｎ以外の指示詞は名詞を修飾できるほか

場所名詞「ここ、そこ」としてもはたらく。
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(26）ﾉﾉenaﾉーenI~iaﾉーeIcAJ月ａＡｕ－９ｅＩｈａ

さて汝別去この来-2.,ｓ我

一Anman妬L､=nnleAipe,１８Mpa-m+/Ya､１９一

風頭-2.poss=LOC上方.あの臥-3+EｘＰＬ

ＡｎｍａｎＡｉ〃pan-eAs-m-I＝Ａｕａ ＡｄｕＵｗｅ

風ＤＥＭ見-sｓ打-FuTL1sG=ｃＦ言-3.IND

「お前たちのもう一人の方はこちらに来たら、俺力呈風がお前の頭にゐるから－そ

の風を探してつぶしてやらうと言ひました｡」

(27）地al=ImeAoneA4mc=”２０ノーiJAmaIaAu-Ima*２１AaiPan9ukIA9alne=Fae

子=ＭＫ 員言-3=Ｑ 束.INF近来､3.ＭＫ（化物名)=ＭＫ

ノーｉｒ２２ｎｓＡｋｏＩ造9Ｗ乙

吸(vN）LvJNFcoMPL-3,sRD

「子供は本富のことと思ひ近づいたところ、アイパ・グクル・ガルネときたらシュッ

と吸ひ込んでしまって」

(28）ﾉーeIEAde垣、ノイsuna/pAkoI肯9噸

去腸-3.poss中行.INFcoMPL-3sRD

「(子供は)お腹の中に入ってしまったので」

(29）Ｉ､aIﾉーia=nzleAkaiAelbeAeLe/]ｐ（〃､…ノノｉｎａＲｍ Ａｍｏｌｂ９ｗａＡａｉ

子別=MＫ泣(vN）Ｌｖ・ssLvbss行.INF父-3.Poss母-3.poss居-3.sRD所

ノーｕＡｔｏ唇9Ｗａ

言.INF輿-3.ＳＲＤ

ｒもう一人の子供は泣きながら両親のゐるところに行って話をしたところ」

.１８ドム語の指示詞では謹話参興者からの距離による三段階の歴別、すなはち遠稲、中稲、近稲の歴別がある。

聞き手の身燈部位に言及する名詞句を修飾する指示詞としては遠穏Mpeではなく中稲ViPeが使はれること

が多いが、遠穏の系列は謹話参興者からの距離に閲はりない距離中立用法も見られる。ここでは遠穏の距

薩中立用法か。

･'９説明法の用法の一つは播入句を作るものである。この文では異主語接績のhuge｢お前が来たら｣はhsral=llua

「俺が殺す」を述語とする節との連接を示してをり、この播入句の説明法の述語とは関係してゐない。

･２０引用標識を伴ふ節は「～と」と課せるほか「～と思ひ」と課せる場合がある。

.2’ここから化け物側の覗鮎で直示励詞｢p-(行)と「uP(来)の使ひ分けがなされる。

･22述語的な意味をもった名詞を動名詞と呼ぶことにする。動名詞を述語として使ふ場合、語戴的に決まった

何らかの軽動詞が後績する。軽助詞は全て箪濁でも動詞としてはたらくことのある語鍾だが、動名詞十軽

動詞の構文においてはほとんど全値の意味に寄興しないことも多い。
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(30）（〃､e-ｍ しina員ｍ＝ｎｚｌｅ ノーU-IEI℃んnaAaipa/19ukIA9alne=/ｍＡｎｏ,２３

父-3.Poss母-3.Poss=ＭＫ来一sｓさて（化物名)=ＭＫ 首.3.Poss

圧Upan酷1℃1℃Ade直、始Ima=/ｍｅゆuInSkan-l/ｈｍａＩ､al=厄eMPa-9we

棒打-sＳ腸-3.Poss中=MＫ刀打.INF見-3.MＫ子=MＫ臥3.IND

「雨親は行って、さてアイパ・グクル・ガルネの首を棒で打ちお腹の中を刃物で切つ

て見たところ子供がゐました｡」

(31）｛ﾉhPaIj'ay陰ｅ ＡｎＩｍｕ｝

女(CL）組母-1sG､POSS（歌詞）

（お婆ちゃん、ヌル、ム..）

(32）ﾉｲapalノノay造ｅ 雌oIa､２４jmeAplLenmaAs色n-o

女(CL）組母-1sG・POSS木の一種賞思-sＳ我打-2-PINT

I~ｎＩＡｍｕｍｕしＺＫａｎＡｍｍｍｉＩ

（歌詞）

「お婆ちやん、コラの資のせゐで僕をぶつの？ヌル、ムム、カン、ムム」

(33）ﾉﾉapaIノノay壱ｅ しikolajhnIeApI-enmaAs自n-o

女(cL）組母-1sG､Poss木の一種資思-sｓ我打-2-pINT

「ｈＩＡｍｕｍｕＩｑｂａｎＡｍＦ】ｍ皿

（歌詞）

「お婆ちゃん、コラの賞のせゐで僕をぶつの？ヌル、ムム、カン、ムム」

(34）厄畑/ＵｂＩＢｊ､aI=/ｍｅｎＡｅＩ刃噸AkuiAmoIノイpa芦､=Ａｕｏ

Ｑ斯様言-sｓ子=MＫ取.INF出-3.sRD生居､INFIPFvと3=ｃＦ

「とかう歌って子供を取り出したらまだ生きてゐましたとさ･」

Aaipa(35）nmpaAbol｢ioll/iaI

風菰の一種葉野菜の一種（擬昔か）

「いつもの野菜のばつちばち(おしまひ)」

･23Ｍ⑥（ドム１ノン・ク:｢no)は首、あるいは喉を指す。

･24VkolaはFicuscopiosaSteud.。若葉が食用で、資も食ぺる。
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4.2イララ

TbldbyKumKora

Recordedon26September2012

(36）ﾉﾉenaﾉ4apaIj′ay造e=ﾉーｉａｊ/bnaMGanゆuuIenノP-IE1℃しkr=ﾉーロ

さて女(CL）組母-1sG・POSS=或さて蔓探.INF取.INF行-SＳ（擬態)=ADV

ノイpuul-eAmoL9wa

解-INF居-3.sRD

「さてあるお婆ちやんが、ええ、紐を撚るための蔓を探って来てスーと裂いてゐ

たら､」

(37）ゆuuleAmoI-9”Aai=nzl=ﾉーＷＥｎ２ｒＥノウ'uＩｂ'e上応

解.INF居-3.sRD所=MK=PＦ太陽日光浴(vN）Ｌｖ－ｓｓ

－ｎｌ1℃AkuiI6nooAu-m＋〃ａ一

太陽新昇.INF来-3+ExPL

「ar℃ノウ'ｕＩＩ６ｅ記ApIAmoI-9waAai=/ｍｅ

太陽日光浴(vN）Ｌｖとｓｓ感.INF居-3.sRD所=ＭＫ

「スーと裂いてゐたのだが、このお婆ちゃんは日なたぽつこをして一日が出てきた

ところだったものだから－日なたぽつこをして日差しを浴びてゐたところ」

(38）AimIa=/ｍｅノーu-1℃妬I-e jhnaaj/blLe ノ&naaAelbm＋ﾉー1ａ

鳥の一種=MＫ来-sｓ頭-3.Poss抜.INF頭-3.Poss抜.INF作-3+ExPL

「イララ(小さな鳥)が来て髪の毛を引き抜き引き抜きするものだから」

(39）Ｍ庇、ﾉーaUla/kUpa=nzleAsu-una

蔓小枝棒=MＫ打-3.ＭＫ

「(お婆ちやんは)蔓の小枝で打ったところ」

(40）Aimla=/ｍｅＡ９ｏＩゆa-m+"ａ

鳥の一種=ＭＫ死.INF臥-3+ExPL

「イララは死んでしまひました｡」
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ノア(41）〃Ａdひ9wz1IAime=nzIeA9albeI/aimn=随ｅ

取.INF行.INF燃-3.LOC下方.あの=ＭＫ焼-sｓ組母-3.poss=ＭＫ

ＩｲPam+Aio肋lbeノ h a j 位 e n e A s i - 極 A n e 上ｍＰＩ＋ 、ａ

我自打－１sG・sRD臥戸3+ExPL頭-3.Poss食-FuTL1+ExpL

rそれを火のところに持って行って焼いて、お婆ちゃんは「私が獲ったものだ、私が

頭を食べよう｡」

(42）M9au-m=nZlena11bejh-oAdlﾄgwiAkOIE

孫-3.Poss足-3.Poss食-IMP言-3.DEMところが

「孫は足を食べなさい」と言ふのに」

(43）j､aI=応ｅノhannUm･おAnebm-I=AUaAdU-9wZR

子=MＫ我全食-FuTLl=ｃＦ言-3.ｓＲＤ

ｒ子供は「ぼくが一人で食べるんだ」と言ふので」

(44）jbaI=随ｅ応肺ｅ Ａ匪皿ａ

子=MＫ打.INF上方.その移動-3.MＫ

「(お婆ちゃんは)子供を叩きはらひ上げたところ」

(45）AbolLejｲapaﾉﾉｲafm=応ｅ ＡｓＩ歩9waAbolbeM9aI・M9aII-m=nzIe

被-sｓ女(cL）耐母-3.Poss=ＭＫ打-3.sRD被-sｓ子(cL）孫-3.Poss=ＭＫ

ＭａｌｉＡｅｌ－９ｗｃ

泣(vN）作-3.IND

「打たれて、お婆ちゃんに叩かれて子供の孫は泣きました｡」

(46)〃(an-eIcj'ene｛雌Ijと､=nae ノーu｝Ｍ９ａＩ伽u弓､=nzleAkaiAel息e1℃

見-sｓさて租母-3.Poss=ＭＫ言.INF子(cL）孫-3.Poss=ＭＫ泣(vN）作-sｓ

脇ljbm＝｢ｍｅ ﾉﾉeＩｍＭひ9ＷＥ

組母-3.Poss=ＭＫ斯様言.INF輿3.IND

「それを見て、さて(お婆ちゃんが言ひ)子供の孫は泣いてお婆ちやんIこかう言ひま

した｡」

･25「mumは主語が「一人で」といふ意味の時と目的語を「まるごと」といふ惹味の時がある。
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(47）AyOpa､２６AmGkeAdaIaAna-lLoParwEnaParwEnawena

木の一種居-1sG・IND木の一種行.FUTL1SG-PINT（歌詞）

AyOpaAmGkeAdaIaAna-l-oParwEnaParwcnawEna

木の一種居-lSG､IND木の一種行.FUTL1SG-PINT（歌詞）

Adu-gwE

言-3.IND

「｢ヨパの木にゐます、ダラの木に行きませうか、パルウェナ、パルウェナ、ウェナ。

ヨパの木にゐます、ダラの木に行きませうか、パルウェナ、パルウェナ、ウェナ｡」

と言ひました」

(48）j/eIAdu-9waノノape Ayaueしay壱ｅ Ｉ~ｋｕｐＩ化mzanAdu-9wa

斯様言-3.sRD父.1sG・Poss組父.lsG,Poss組母-1sG,Possお伽噺言-3.sRD

ノーhaAeImaゅoIEAelbeAdLke

我今話(VN）ＬＶとＳＳ言－１sG､IND

「こんな風に父さん、爺さん婆さんがお伽話をしたのを、私がここにお話ししました」

(49）ノラkUpa Aaipa ノーｂｏﾉーＩＣ此ａＩ

填菰の一種葉野菜の一種（擬言か）

「いつもの野菜のばつちばち(おしまひ)」

4.3ドム誕生

TbldbyMoreApeke

Recordedon26September2012

(50）Ayaleﾉﾝa瀬２７AyaIAbIAipe ノーiaAepalAeIAeI造9ｗａＡｉ＝Aｗｅ

男Ｔｓ男大上方.あの或人作.INF出-3.sRDDEM=ＰＦ

「男をあれして…榊様があるとき一人の人間を創り出したのだけれど､」

(51）lＷＩｎ〃[upeA9Ia ノイｍＩ旨9Ｗa＝ﾉーWBAdu-9w冠ＡｅＩＡｅＩ勺ｗａノーｒ

男ＤＥＭ夢口.3.Poss喋-3.sRD=ＰＦ言-3.sRD作.INF出-3.ｓＲＤＤＥＭ

「クペ・グラ・ムルングワ(夢・口・喋み）といふ男を創り出したのだけれど､」

･２６ここから歌ってをり録曾ではトーンははっきり分からない部分が多い。本来のトーンを付した。

･27適切な言語形式がすぐに思ひ付かなかった場合に暇に言ふことば。必ずなんらかの表現を見付けて補足説

明する。
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(52）AeP9wanノｐ

出-3.ｓＲＤＤＥＭ行.INF

「(その男は、）奥の方、

nlAdIeAkOplemaMpeしPaiAmol-9wE

行.INF石の一種石内上方.あの住.INF居-3.IND

ドゥレ・コプレに住んでゐました｡」

(53）Adle AkOpIeAoneAipe ゆaiAmolL9waんｏ ｎ始１，５

石の一種石風上方.あの住.INF居-3.sRD手.3.PossDEM斯様打.INF

ノイｅＩＡｅＩｎ９#AbolAkOI砦ｇｗｉ

斯様作.INF閉塞.INFcoMPL-3・sRD

「まさにドゥレ・コプレに住んでゐたのだけれど、手がこんな風になって、こんな風

にくつ付いてしまってゐて」

(54）Ａ９ＩａＡｉノノeＩＡｅｌｎＳノ4mrAkoIと、+Aio

口.3.PossDEM斯様作.INF打.INF喋.INFcoMPL-3+ExPL

「口はこんな風になってつむつてしまつてゐるわ」

(55）j/bｍｌｃＡｉ畑ＡｅＩ胸iﾉーUAkoI造､+Aio

目.3.PossDEM斯様作.INF堅LvcoMPL-3+ExPL

「目はこんな風になって閉ぢてしまってゐるわで」

(56）んｏ ｎｐａｌｅＡｉｌ~ｍＵｍ「S#nAkOI塔9ｗｅ

手.3.Poss足.3.PossDEM全癒着.INFcoMPL-3・IND

「手足がみな引つ付いてしまってゐました｡」

(57）／ｍｅノーmuIWbaI=/meIEAmoIAkDf9we

cRAN全子=如居､INFcoMPL-3・IND

「全くメ・ムル童子.28のやうな様子でした｡」

(58)千田:ｎｍｅノhmuruしりａＩ

ＣＲＡＮ全子

「メ・ムル童子｡」

(59）ｎｎｅｎｎｕｍｊ､al=nmeIEAmoL9we

c R A N 全 子居 - 3 1 N Ｄ

「メ・ムル童子のやうでした｡」

･28メ・ムル童子はのつぺら坊のだるまのやうな怪物。
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(60）Amolbm=ﾉーbaAko1℃AyaIAi=陀ｅＡｄ○9ｗｚｌｎｎｏＡｅＩＡｅＩＡｅＬ９”庁

居-3=だがところが男ＤＥＭＭＫ火(cL）煙作.INF作.INF作-3.sRDDEM

Adil猛ｌｎ９ｉ姑u=nde=ﾉーia〃kan-m-ec29Adugwe

（部族名）娘二=だけ=或見-3-EＭ言-3.IND

「ところが、その男が火を焚いて煙の立ってゐるのを二人のディカ族の娘が見付けた

のださうです｡」

(61）AdO9waノーIno=ﾉーiaAmaIanIanMpe AkQpleAmamne〃ｌａ

火 ( C L ） 煙 =或 近 内 上 方 .あ の石根元内

ノーIno＝ﾉーIａＡｅＩＡｅｌAeLm＋Aio

煙=或作.INF作.INF作-3+ExpL

「｢煙がすぐあの奥に、岩根の奥に煙が立ってゐるよ･」

Aipe AdO9wa

上方.あの火(CL）

(62）ﾉーhakan-吃-ｌｂa=ｏ ノーdら1℃n9i姑u”=/ｍｅＡひ9噸Ａひ9Wａ

我見-FuFlsG-PERM=ＰＦ言-sｓ娘二DEM=ＭＫ行-3.sRD行-3.sRD

「見に行かう」と言って二人の娘はどんどん行ったところ」

(63）巾／ＰＡｊｐｅ ノ化ａｎＵｗＨｎ=随eAyaIAi=随eAmolとm-eAdu-9we

行.INF行.INF上方.あの見-3sRDDEM=ＭＫ男DEM=ＭＫ居-3-ＥＭ言-3.IND

「しばらく行って見たところその男がゐたと言ひます｡」

(64）Amol-m+"ａｎ９ｉ姑uAi=nzIe〃Ean-e1℃ノ7ayaAdO9”〃no=ﾉーiaAeIAeI

居-3+ExPL娘二DEM=MＫ見-sｓわあ火(cL）煙=或作JNF作.INF

AeI-unaノーｅｎＡｅ９ａＡｅｐａＩＡｍｏ国､＋Aio＝|~ﾛﾉｲkan-m-eAdu-9we

作-3.ＭＫ汝作-2sRD人居-2+ExPL=Ｑ見-3-ＥＭ言-3.IND

「そこで二人の娘はそれを見て、どうも煙が立つと思ってゐたらあなたがした人なん

だねえと思ったさうです｡」

(65）〃Ean-9”Ａｉ=nzIe=ﾉーｗｅノノenaﾉーuｉゆｕＩ

見-3.sRDDEM=ＭＫ=ＰＦさて斧(cL）刀

「さうして、さて、竹ナイフ」

･29表出法動詞に｢｡‐「言」の三人稲主語形が後綴すると博聞表現(誰が言ったのかを問題にせずに鱒へ聞いた

事寅であることを表はす)として使へる。
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(66)－Anajpe=lWl/kaIAiAeImaAu-m+/YaAeIesiaAi

ナイフーや物ＤＥＭ今来-3+ExPL剃刀ＤＥＭ

ＡｅｌｍａＡｅＩ ｊｸ､弓､="ａ一

今作.INF有-3+ExPL

「一金圃のナイフみたいなものは最近入ったもので、剃刀だのが今は作られるのだ

けれど一」

(67）AkomneAinnukaIejm【up9aAmalaAdu弓ｇｗｚｌ／ｙａｌｅＡｉ=ﾉーｗｅ

先ＤＥＭ竹の一種植-1NSG､sRD近存-3.sRD水平.あのDEM=ＰＦ

Ｉ~ｍＩｌ瞳ＩｅＡｉ＝｢ｍｅ吃ｕタana「dbIEn-画Ｅ

竹の一種DEM=ＭＫ握.INF裂(VN）ＬＶらＳＳ取-sＳ

「昔だからすぐ外にあるうちのあの竹だよ、竹を裂いて取って来て」

(68）”ｅ肋Ａｉ=nzleゆuＩＡｂｏｌＡｂｏＩＡｂｏＩＡｂｏＩ峡AkoI燈ｅ

さて手.3.PossDEM=ＭＫ刀切.INF切.INF切.INF切.INF有.INFcoMPL-ss

「それで切り込みを入れて手を作り」

(69）／1EaIeAi=/ｍｅＡｂｏｌＡｂｏＩＡｂｏｌＡｂｏＩＡｋｏＩ迄ｅ

足.3.PossDEM=ＭＫ切.INF切.INF切.INF切.INFcoMPL-ss

「切り込みを入れて足を作り」

(70）ﾉｲomleAi=/ｍｅＡｂｏＩ「a、mAkoI燈ｅ

目.3.PossDEM=ＭＫ切.INF殿(vN）LvJNFcoMPL-ss

「目を切り開けて」

(71）Ａ９１ａ”=/ｍｅＡｂｏｌ励温〃AkoI迄e AelL9wa

口.3.possDEM=ＭＫ切.INF殿(vN）Ｌｖ・INFcoMPL-ss作-3.sRD

nf3oAepaIAGmeAdu-9we

来,INF人行-3.ＥＭ言-3.IND

「口を切り開けて、さうしたら人間になったと言ひます｡」

(72）ﾉーUAepaI/ＰＡｋｏＩ港､+"a n9iMsu=nzIejm圃匪e1℃=ﾉーW巴

来.INF人行.INFcoMPL-3+ExPL娘二=MＫ見-ss=PＦ

･30｢ｕＸ｢p(来､lNFX行-)は「Ｘになる」を表はす栂文。
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｢完全に人間になったので、二人の娘はそれを見て」

(73）npaAyaI始u=nzle=ﾉーiaAupHkmノー血垂ノqmIﾉーiaAeIAel§pHGmAte,32＝/、

我男簿3’二=MK=或来-lDU-MK来-sＳ事一作.INF作-1DU-MKDEM=ＭＫ

ノーUAGpaIAo-m-eノーdLIBn9i姑u=/meAwzliAplbm-eAdu-9we

束.INF人行-3-ＥＭ言-sｓ娘二=MＫ好感-3-ＥＭ言-3.IND

「｢私たちここへ来て一仕事したらこれが人間になったわ」と言って喜んださうです｡」

(74）AwaiApI-m+ﾉーIaAyal=nzIe=nKeneゆa-mAdu-9wE

好感-3+ExPL男=ＭＫ=と臥-3.ＥＭ言-3.IND

「そこでその男と一晩を共にしたと言ひます｡」

(75）Mpa-m+ﾉーiaAku群AmoI=nzl=I~ｗｅﾉーboAbalWL9”ノーI=/meAbaIAto-m-e

臥-3+ExPL明日=ＭＫ=ＰＦ 砂糖黍赤植-3.sRDDEM=ＭＫ刈.INF輿-3-EM

Adu-9we

言-3.IND

「そしてその次の日、（男は娘達に)自分の育てた赤砂糖黍を刈ってあげたさうです｡」

(76）ＡｂａＩＭひm+ﾉーiaAno-m+/YaAyaIAi=ＩｍｅＩ/ｅＩ応Ato-m-eAdu弓9ＷＥ

刈.INF輿-3+ExPL食-3+ExPL男DEM=ＭＫ斯様言.INF輿-3-ＥＭ言-3.IND

「それを娘がしゃぶると男Iまかう言ったさうです｡」

(77）ﾉーboAbaIﾉーenAte-kaAi=Awｅme-IEnboA9apieAiAkoIAbIAi

砂糖黍赤汝輿-1.SRDDEM=ＰＦ食-sＳ砂糖黍皮ＤＥＭ道大DEM

AeILeAna-9a Ana-9a Ana-9a

放-sｓ行.FuTL2・sRD行.FuTL2,sRD行.Fu韮2.sRD

「｢あなたにあげたその砂糖黍はしゃぶって皮を道に捨てながらずっと行って」

(78）/PDD催ke(〃ｋｅゆajL9ar33Ajpe Ana-9na=ﾉーｗｅ肋aﾉーboA9apIe

行.INF行.INF家建.INF住-2.LOC上方.あの行.FuＰ2.ＭK=PＦ我砂糖黍皮

.31「私たち二人」を表はす｢nahyalvsu、「nehya1Vsuや「私たち(三人以上)」を表はす｢nehyal=｢kEmneなどの

句においてはhyal「男」が使はれてゐるが、男女に拘はらず「我々 」の意味を表はす。

･32Ｍe～｢teはＭ～｢iと同様の指示詞だが「まさにこれ」といふニュアンスがあり共有知識標識と共起例が多

い。

･33(|/)keVpai-はｒ住む」を表す熟語。「～の家」といふとき「～が住む家」を表はす主要部内在型関係節を使

ふことが多い。
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Ａｉｌ~auIeA b o l A u - m員ｋａＡｕ－ｍ貝kaAu-m -砲

ＤＥＭ従(VN）LMINF来-FUP1SG､SRD来-FUF1SG､SRD来-FUTL1SG・SRD

｢あなたたちが住んでゐる家に行ったら俺はその砂糖黍の皮にずっとついて行き」

(79）jfke(〃kｅしpaiと9aI=/meAu-mJ=Aua Adm-eAdu-9we

家建.INF住-2.LOC=MＫ来-FuP1sG=ｃＦ言-3-ＥＭ言-3.IND

「あなたの家まで行かう」と言ったさうです｡」

(80）AdLm+ＩＹａｎ９ｉ姑u=応ｅＡｋＯｌＡｂｌｎ=/ｍｅノーboA9aplcn=nzle／､e応

．言-3+ExPL娘二=MＫ道大DEM=ＭＫ砂糖黍皮DEM=ＭＫ食-ss

Ao-m+AiaAo-m+ＡｉａＡＧｍ+AiaAdikaノfke･34Ｍｐｅ Ａｏ－ｍ－ｅＡｄｕ－９ｗｅ

行-3+ExPL行-3+ExPL行-3+ExPL（部族名）家上方.あの行-3-ｅｍ言-3.IND

「そこで二人の娘は道を砂糖黍をしゃぶりながらずつと行きデイカ族の地域に行った

さうです｡」

(81）ＡひunaAbolaA9oIノーﾛﾉｳﾉom-eAdu-9wc

行-3.ＭＫ豚豚祭(vN）Ｌｖ､INF有-3-ＥＭ言-3.IND

「そこでは豚祭りが行なはれてゐたさうです｡」

(82)｛恥1℃1℃｝AkumLm事3ｓＡｙａＬｍAi=応e=|~ＷｅＩ'enaﾉーＵ ｛ep}Aw風iAoneAtia/Ｐ

（行-ss）青年-3.poss男-3.PossDEM=MK=ＰＦさて束.INFえ好填甚行.INF

Akofm-e Adu-9we

coMPL-3-EM言-3.IND

「(行って…)件の若者の方はと言へぱ、（え)全く非常に美しくなったさうです｡」

(83）MpuIAboIAkoIと､+/IaMmmjLm=応ｅノーUIa#/k1℃AmoIAkofe、

刀切.INFcoMPL-3+ExPL青年-3.Poss=ＭＫ美麗居､INFcoMPL-ss

「竹ナイフで切り込みを入れたので若者は全く見目麗しくなって」

(84）ﾉｲenaノイapane､３６Akomi=naeApIAkoI燈ｅ

さてアパネ草腰蓑=MＫ着.INFCOMPL-SS

「さてアパネ草の腰蓑をつけて」

.３４Vikeは住居を表はすほか部族名を伴ひその居住地域を指す。

･35三人稲所有者接瀞は指示語的な用法(直示、照慰)をももつ。ここでは指示語的用法で使はれてゐる。

､３６アパネ草の繊維を飾りとしてつけた美しいものを着用してゐたといふこと。
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(85）しapanensm=/ｍｅﾉーdeAkoI岩ｅ

アパネ草帯=MＫ締.INFCOMPL-SS

「アパネ草の帯を締めて」

(86）しｂｏ Ａｄｉｋｅｊ′apaneAdike=nzIe畑oolLeAkoI燈ｅ

手.3.Poss腕環アパネ草腕理=MＫ穿一INFcoMpL-ss

「腕理を、アパネ草の腕環をはめて」

(87）ﾉmCaInkane=/XaneAi=ｎｚｌｅＡｅＩＡｅＩＡｅＩＡｅｌＡｋｏｆｅ

物種々 DEM=ＭＫ作.INF作.INF作.INF作.INFCOMPL-SS

「いろいろなことをして」

(88）AoonAkol〃[uklLe

鼓張.INF抱-sＳ

「太鼓を持って」

(89）/Ｐｎｐ〃/P-記ノーboA9apIcﾉー ﾉーｍｅｍｕＩｅＡｂｏＩ/Ｐ

行.INF行.INF取.INF行-ＳＳ砂糖黍皮DEM=ＭＫ従(VN）LVblNF行.INF

／Ｐ／ＰＡｄｉｋａノノfkeAipe Ao-m＝AbaAko”

行.INF行.INF（部族名）家上方.あの行-3=だがところで

「出かけると、砂糖黍の皮について行き遥かデイカ族の地域に行ったのですが」

(90）AipaMekn=nzIe-AbolaA9oIAeIIｳﾉひm+/Ｙａ－ﾉﾉeknAel目､=ﾉーbaAyaI=/ｍｅ

人飾=ＭＫ 豚豚祭(vN）作.INF有-3+ExPL飾作-3=だが男=ＭＫ

巾｛ｊ'1kc｝｝qkiineAbnaneAileゆaiAkoI浩ｅ

行.INF（家）隅端水平.あの臥.INFCOMPL-SS

「人が飾りを－豚祭りなので－着飾ってゐるのですが、男は(家…)隅っこに行って

陣取って」

(91）Aoonn=/iaeAyuﾉﾉelnsAmoL9”〃=随ｅ

鼓ＤＥＭ－ＭＫ徒斯様打.INF居-3.sRDDEM=ＭＫ

「太鼓をただこんな風に打ってゐると」

(92）９iI9iI9apaI9apaI9iI9iI9apaI9apaＩﾉーロAmolLm-eAdu-9wB

（擬昔）（擬昔）言.INF居-3-ＥＭ言-3.IND
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｢ギルギル、ガパルガパル、ギルギル、ガパルガパルと鳴ったと言ひます｡」

(93)ﾉーロAmolLm+"ａ｛lWI=naeAplLerE=AwceM9iMsuAi=naeAp卜eIE=Aｗｅ

言.INF居-3+ExPL男=MＫ聞-ss=PＦえ娘二DEM=ＭＫ聞-ss=ＰＦ

ノ1a)尼lAoonAsu-9wanla9iI9iI9apa9apa価Ａｄｂｍ＋随.３７ｍｅ

わあ鼓打-3.sRD内（擬昔）言.INFNvs-3+ExPL我 (々ExcL）

AyaMsu=ﾉーiaAkaa-ne AdaIAdbm＋脆＝ﾉーﾛﾉ化an-9waノーie＝/ｍｅ

男二=或名-1NSG・Poss呼.INFNvs-3+ExPI=Ｑ見-3.sRDDEM=ＭＫ

「それで(男はそれを聞いて、いや)二人の娘はそれを聞いて、あらまあ太鼓がギルギ

ル、ガパルガパルと鳴ってゐるわ、私たち二人の名前を呼んでゐるわと見たところ」

(94）AkumlLmノーti=｢ｍｅ肋eneﾉーUlajWkI℃AmoIAkoIとｍｅＡｄｕＵｗｅ

青年-3.PossDEM=ＭＫ自美麗居､INFcoMPL-3・ＥＭ言-3.IND

「若者ときたら全く見目麗しくなってゐたさうです｡」

(95）lWIejm【UpeA9Ia雌､造ｇｗａＡｔｉ=nzleノーUAkumII-UIa#/krEﾉP埠1℃

男夢口.3.Poss畷-3.sRDDEM=MＫ来､INF青年美麗行-sＳ

ＡＯ官m-e･３８Adu-9we

行-3-ＥＭ言-3.IND

「クペ・グラ・ムルングワさんが見目麗しき若者になってゐたと言ふのです｡」

(96）n9i始uAi=応ｅ〃αRIE巾Ｉ化ａｕ/PAkolbm-eAdugwe

娘二DEM=ＭＫ既行.INF交際行.INF密着-3-ＥＭ言-3.IND

「娘二人はすぐ仲良くなって寄り添ったさうです｡」

行-3-EＭ

(97）AkolLm+/．iaAkuml-mAi=随ｅｊｍ鼠1℃始uＩノ．iも肥ノー血肺ｅ Ａｏ－ｍ－ｅ

密着-3+ExpL青年-3.possDEM=ＭＫ既帯同.INF取ＰＳＳ宋.INF上方.その行-3-E

Adu-9wB伽ｅ

言-3sRD上方.その

「それで若者はすぐに(娘達を)すぐ上の方に連れて行ったと言ひます｡」

･37「dhdm+｢iaが(言.INFNvs-3+ExpL)なのか(Ｑ曾-3+ExpL)なのか文脈から必ずしも明らかではないが、そ

の面前に明らかな９il9il9apal9apalm((擬昔)官.INF)があり次に明らかなNvsがあるので同様に解騨する。

･38動いてゐるので励洞｢’「行く」を使ってゐるが日本語で「ゐる」といふのにあたる。
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(98）Adle AkOpleAo-m-eAdu-9we

石の一種石行-3-ＥＭ言-3.IND

「(上の方とは）ドゥレ・コプレに行ったと言ひます｡」

(99）/pAkoI岩ｅｎ９ｉﾉーiaI-Imol-j4a員m+/Ya n9iﾉーia〃ノーeIcI似ｏ

行.INFcoMPL-ss娘別ＤＥＭ居-FuTL3+ExPL娘別ＤＥＭ去行-ＩＭＰ

Ａｄｂｍ－ｅＡｄｕ－９ｗｅ

言-3-ＥＭ言-3.IND

「一方の娘は残ることにしてもう一方の娘は去りなさいと言ったさうです｡」

('00）ﾉﾉEnaAmol~9waM9aIAiAkulﾉｩﾉo-9wi=AwEAkuIﾚｳﾉc-IEAipe､3９居

さて居~3．sRD子ＤＥＭ産･INF有-3.DEM=PＦ産.INF有_ｓｓ分配(vN）ＬｖＪＮＦ

Ｉ~ｍＡＧ９ｗＥ率４０

来.INF行-3.SRD

「そして子供を産んで、取り分けながら暮らして」

(101）nne AyaI=､麺ｅＡｍａｌａＡｅＩＡｉノやａｉｌ－ｉＪＡｏ臣P9ｉ

我 (々EXCL）男=達近あたりＤＥＭ住.INF来､INF行-1NSG,DEM

「我々が今ここにこの地域に贋がってゐるわけで」

(102）AstoIiAdu-9waしPp9a AiAtumbunaAipe AstoIiAdu-9wａ

話言-3.sRD聞-1NSG・sＲＤＤＥＭ組上方.あの話言-3.sRD

ゆ-ｐ９ａ Ａｉ｛Ago1℃｝ノーWa-m AkuIﾉｳﾉo-9waAi=Awe

聞-1NSG・sＲＤＤＥＭ（氏族名）息子-3.Poss産.INF有-3.sRDDEM=ＭＫ

「話を聞いたところでは、ご先租が話したことを聞くに、（ゴレ)、産んだ息子といふ

のは」

(103）A9o1℃=ＡＷＢ尿wiwa=AweAdu-9waAi=ＡＷＢﾉﾉene肋uuI=AwzlAkuman=Awzl=ﾉーロ

（氏族名)=pＦ（氏族名)=ＰＦ言-3.sRDDEM=ＭＫさて（亜氏族名)=PＦ（亜氏族名)=PF=Ｑ

Ａｌ匠Iantane=ntzme脈AkoI岩ｇｗｚｌ Ａｉ＝Awc

名.3.Poss種々 命名.INFcoMPL-3・sRDDEM=ＭＫ

「ゴレ、クイワと言ふのと、それからヌールとかクマンとか名前を様々につけたのが」

･39部族、氏族、亜氏族などの箪位は儀溌において食べ物の分配を受ける箪位として象徴的に表現される。こ

こでも「さまざまの築圃に分かれて暮らす、分かれていった」ことを表はす。

､４０｢u｢’(来､INF行-)はあちこちに分布することを表はす。
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(104）肋uI=nmMpa-9waノセlIw舗伽圧Ｉｍａしima-,.41レalwI#Akama=AyaAmol弓9ｗｉ

（氏族名）住-3.sRD（人名）母-2.Poss（人名)=や居-3.DEM

「(その一つが今の）ヌール・ク氏族でアルワ・カマ、お前の伯母さんであるアルワ・

カマなどの人たちで」

(105）ﾉーieAkuman=AwEAdu-9waAi=AWCAkuman=/Xaneし1paP9waｎｌａ

それから（氏族名)=pＦ言-3.sRDDEM=ＭＫ（氏族名）住-3.sRD内

ＡｉｌｅノノUawa1℃ＡｉＩｅ ゆa-9wi

水平.あの（地名）水平.あの住-3.DEM

「それからクマンと言ふのはその奥に住むクマン・カネ、ほらあっちのダワレに住ん

でゐる」

(106）ﾉーenj/aawa1℃ﾉーｉａ雌､+(り胸ｅ

汝（地名）ＮＥＧ見十NEG-2・IND

「お前はダワレは見たことがなかったね」

(107）千田:ﾉーｉａノ化an+(〃ki-ke

NEG見十NEG-1SG・IND

「見たことがありません｡」

(108）ﾉーiａしkan+(りｌｍ－ａ

ＮＥＧ見十NEG-2-ExPL

「さうだったね｡」

(１０９）ﾉﾉbna爪ｕｍ=ﾉーｗａＡｄｕ－９ｗａＡｉ脆､ａ吃=ndeノ化apama*42AmoL9waI/hene

さて（氏族)=ＰＦ言-3.ｓＲＤＤＥＭさて（人名）母方親戚居-3.sRＤ我々 (INcL）

Ａｉｍｅ Ａｏｐｇｎａｅ

下方.あの行-1NSG・ＭＫ

「それからクムといふのが、ええ、アデの母方親戚でお前も一緒にその下方地域を訪

ねたね」

･41ある人物を聞き手である本稿筆者の「母」と呼んでゐる。ある程度親しい闇係にある者は除所者であって

も親族闘係になぞらへて位函づけられる。なほ、ドム語では父方の父母はみな概義の父母と呼ぶことがで

き、正確にはここでは筆者の「父」の姉にあたる人物をさしてゐることから「伯母」と課した。

･42話し手(女性)が自分の出身氏族のことを子供Adeを基準にして母方親戚と呼んでゐる。このやうに子供を

基準にした親族表現は珍しくない。ここでは聞ぎ手である筆者が話し手の「子」にあたる関係(Adeの「兄

弟」）であること踏まへると聞き手への配慰も影唇した可能性がある。

2７



(110）ﾉｲenaj4eIAeL9wzlAkuIAeI刃w己Aipe Asu-9waノ1paiノーｕ

さて斯様作-3.sRD産.INF出-3.sRD分配(vN）Ｌｖ造3.sRD住.INF来､INF

Ao宮p9e

行-1NSG,IND

「さてかういふ具合で産んだ子が、分け前を取り分けながらここ一帯に住んでゐ

ます｡」

(111）ゆａｉノーUAo-pn-ameAepaIAmalanAbola〃d胃9Ｗa=1Ｗ

住.INF来,INF行-1NsG-ExPL我々ＥｘｃＬ人近ＤＥＭ豚炊-3.sRD=や

"GaI=ﾉーiaAeL9wa"=ﾉーwe

事=或作-3.sRDDEM=ＰＦ

「そして我々はここで豚を料理するとかなにか起きた時には」

(112）Akapen9umu*４３ノーiamne寧44=ｌＷＡｂａｌレke9wzI〃AdleAkOpIeAipe=AwH

動物パンの木羊歯の一種=や刈.INF炊-3.ｓＲＤＤＥＭ石の一種石上方.あの=PＦ

AI園ｐｅﾉーｉａｍｎｅＩ~he上妃AuP9a j4moEpn=Awzi=ﾉーＵｎ９ｕｍｕノーiamneAi

動物羊歯の一種食-sＳ来-lNSGSRD居-1NSG=CF=Ｑパンの木羊歯の一種ＤＥＭ

吃ｕＡｗ己ｉＡｅＩ－ｅＡｎＧ９ｗｅ

握.INF好作-sｓ食-3.IND

｢肉に山菜など採って料理する時には、我々はドゥレ・コプレで肉、山菜を食べてを

り、さうしてやって来たんだと言って山菜をちゃんと準備して食べるんです」

(113）nne宮r℃ＡｅｌＬｇｗａｊﾉeIAelb9wBノンaAeI-m=AuaAdu-9we

食-sＳ作-3.sRD作.INF作-3.ｓＲＤＴｓ作-3=cＦ言-3.IND

「それで、そのためにあれだと言ふんです｡」

(114）AepaIAu‐9噸ゆa角p､=Awa=ﾉーdAsioIiAduUwzl何

人束-3.sRD住-1NSG=cF=Ｑ話言-3.ｓＲＤＤＥＭ

「かういふ出自をもってゐると話をしたもので」

･４３ドムではパンの木は若葉のみを食用にする。

･44パンの木の葉と食用羊歯は耕作によらず野山で探る野菜の代表格として並び鯛される。これらは肉ととも

に煮炊きすると美味であるとされる。ドムの故地ドウレ・コプレが野山の野菜に富んでゐたので、それを

配念して、ドム諸氏族の砿散ののちもこれらを峡かさないやうにしてゐるといふ蕗をしてゐる。
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(115）MumbIma=､圧meAipe AsioIiAdu-9wnMp員p9e

組=達上方.あの話言-3.sRD聞-1NSG,IND

「昔のご先組たちが話をしたのを聞きました｡」

(116）ｎｍｅ ＡｙｚｌＩ=/ＸａｎｅＡｉノーiａ

我々(EXCL）男=達ＤＥＭＮＥＧ

「私たちは見たわけではありません｡」

jqpan+(〃kp9e

見十NEG-1NSG・IND

(簿へ聞いた話である）

(117）ﾉーｉａ伽圃､+(〃卸n-a Mumbuna〃[wa1℃Atumbunane/XonaAipe

N E G 見十 N E G - 1 N S G - E X P L 組既租等上方 .あの

ASiOIfAdu-9”ﾉｳﾉ巴lAdu-9wzlゆ弓P9a Adu-9wEか４５

話言-3.sRD斯様言-3.sRD聞-1NSG・sRD有-3.IND

「先組が、ずつと昔の先組が話をするにこんな風に言ったのを聞いたのです｡」

略磯一覧

{…｝言ひ誤り

＝接語境界(ゆるい）

＋接語境界(かたい）

＃語奨的句内語境界

１一人稲

２二人稲

３三人稲

ADV副詞化

C Ｆ節末

CＬ類別用法

COMPL完全相

CRANクランペリー形式

DEM指示詞
『

DＳ異主語接績

DＵ隻敷 ＮＥＧ否定

EＭ表出法 NPINT非肯否疑問

EXCＬ除外 ＮＳＧ非箪敷

EXPL説明法 ＮＶＳ非覗蝿知斑

FUT未来 ＰERM許可法

ＩＭＭ蒋然 ＰＰ句末

IMP命令法 ＰＩＮＴ肯否疑問

INCＬ包括 Ｐｏｓｓ所有者接僻

IND直説法 Ｑ引用標識

INF連用形 Ｓ Ｇ 箪 敷

IPFV非完結相 ＳＲＤ従闘法

LO C場所化詞、場所化僻ＳＳ同主語接績

Ｌｖ・軽動詞 ＴＳ臨時代替

MＫ共有知識 ＶＮ動名詞

叫5従風法動詞にMu9wc「ある」（コピュラ的にもはたらく）が後績する栂文は背景理由説明などに使はれ、惹

味的・形式的にも日本語のノダ文に通じるところがある。ここでは「見たわけではないが僻へ聞いたのだ」

あるいは「側へ聞いたのでここにお話しする次第だ」といったニュアンスをもつ。
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